
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

KKC KYUSHU OKINAWA 

 

 

 

構造計算適合性判定の専門機関として設立し

今年の 2 月で を迎えます。 

全国 18 の事務所で、 

委任を受けた 36 都県の 

建築物を審査することが出来ます。 

（右表の「判定エリア」をご覧ください） 

皆様にご満足いただけるよう、迅速かつ適正

な審査に努めてまいります。 

 

青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県※ 

福島県 茨城県 栃木県 群馬県※ 埼玉県 

千葉県 東京都 神奈川県 新潟県※ 富山県※ 

石川県 福井県※ 長野県 岐阜県※ 愛知県 

三重県※ 鳥取県 島根県※ 岡山県 広島県※ 

山口県※ 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 

佐賀県 長崎県 大分県※ 宮崎県 鹿児島県 

沖縄県     

 

適判の手続きには申請と計画通知があり、それに用いる様式は以下の 4 種類があります。 

【判定エリア】 

☆計画通知は、建築物

の建築主が国、都道府

県等又は建築主事を

置く市町村である場

合です。 

A 棟 

B 棟 

EXP.J 

同一の敷地 

工事完了前 
（検査済証交付前） 

適判対象物件

ん 

［間違いやすいポイント Q＆A］ 

Q．右図のように同一の敷地内に A 棟の確認をとって着工し、工事完了

前に、B 棟を増築しようとする時、B 棟の申請様式はどうなりますか？ 

 

A．Ｂ棟の取扱いが確認機関と適判機関では異なります。 

確認申請→A 棟が工事中の計画の変更（検査済証交付前）であるた

め、「計画変更」として扱われます。 

適判申請→適判の計画変更は、構造計算適合性判定を受けた建築物

の計画変更が生じる場合対象となるため、B 棟は増築の

新規申請で扱われます。 

※B 棟が別棟建築になる場合も同様！ 

構造計算適合性判定 

申請書 

 

計画通知書  

 

申請書 

計画変更 
 

計画変更通知書 

 

計画通知書☆ 
計画変更 

※様式はホームページよりダウンロードできます。 

計画変更 

KKC KYUSHU OKINAWA 

★福岡事務所 ★佐賀事務所 ★ 長崎事務所 ★ 宮崎事務所 ★鹿児島事務所 ★ 沖縄事務所 

 建築構造センター 九州・沖縄だより ＶＯＬ.001 

2017年 02月 15日 

・黄色は事務所制限、※印は面積等に制限があります。 

・詳細はホームページの対象建築物一覧表をご覧ください。 
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KKC様式‐６ 株式会社　建築構造センター

記載日

質疑事項書
［判定することができない理由］

表１ 【審査区分： □ 事前審査 ■ 本審査】

表２

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

建 築 物 の 名 称

備　考（注2）

回　答（注1）

補正（新図書）

（注1）「回答」欄には、設計者が回答内容、該当図書、該当頁等を記入して下さい。　別紙に記載していただいても可とします。

（注2）「備考」欄には、補正や追加説明の方法等を記載して下さい。　特に記載がない場合は、追加説明として取り扱います。

（注3）「KKC確認」欄には、何も記載しないで下さい。　弊機関が使用する欄です。

KKC
確認
（注3）

□

該当図書
該当頁名 回　答　内　容

付着応力度の検討を行っていますか。

付着割裂に対する検討を行っていますか。

定着長さの確保を行っていますか。

補正又は追加説明を求める事項

建 築 物 の 番 号

1

長崎事務所

平成29年　2月 15日

□補正（新図書）

補正（新図書）

追加説明

補正（訂正）

該当図書
該当頁名

補正（訂正）

追加説明

構造計算適合性判定受付番号

基礎の

浮き上がり処理

6

番号

付着応力度

付着割裂破壊

定着破壊

追加説明

2
剛床仮定

剛床解除

吹き抜け部に接して大梁の無い柱や、勾配屋根の各節点や山形屋根梁の剛床

解除は、長期を水平荷重の剛床を正しく解除していますか。

長い片持ちスラブや大面積のスラブを受け、不釣合いモーメントが生じてい

る大梁は捩れ検討が必要です。

4

柱、梁の打ち増し等による剛度増大率を正しく入力していますか。3 剛度増大率

5

7

□補正（新図書）

追加説明

補正（訂正）

□

補正（新図書） □

追加説明

□補正（新図書）

追加説明

補正（新図書）

追加説明

補正（訂正）

補正（訂正）

□

補正（訂正）

補正（訂正）

　以上

地中梁の

塑性ヒンジ

Ds時に地中梁にヒンジが発生しています。１階のDs値に適切に考慮されてい

るのか確認してください。

一時設計で浮き上がっている場合、基礎固定で入力し基礎自重や杭の引き抜

き耐力等で処理していますか。

梁の捩れ

外部突出部の杭

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

KKC KYUSHU OKINAWA 

九州、沖縄の適判審査において、質疑が多い主な項目は以下のとおりです。 

これらの詳細については、次回より、『設計上の留意点』として 

シリーズ掲載します。是非、ご活用下さい。 

①・付着応力度 

・定着破壊 

・付着割裂破壊 

②・剛床仮定 

・剛床解除 ③・剛度増大率 

④・基礎の 

浮き上がり処理 
 ⑤・梁の捩れ 

・外部突出部の杭 

⑥・地中梁の 

塑性ヒンジ 

KKC KYUSHU OKINAWA 

 

                         ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.kozocenter.co.jp/ 

 

【KKC 九州・沖縄の各事務所】※ 詳しくは、ホームページをご参照下さい。 

事務所名 所在・連絡先等 

福岡事務所 〒812-0037 福岡市博多区御供所町 1-1 西鉄祇園ビル 3 階 

☎ 092-260-7957  Mail：kkc-info18@kozocenter.co.jp  

佐賀事務所 〒840-0801 佐賀市駅前中央 1-9-38 SONIC 佐賀駅前ビル 704 号室 

☎ 0952-37-7588  Mail：kkc-info13@kozocenter.co.jp 

長崎事務所 〒850-0033 長崎市万才町 3-4 長崎ビル 8 階 

☎ 095-829-5222   Mail：kkc-info02@kozocenter.co.jp 

宮崎事務所 〒880-0866 宮崎市川原町 5-10 ミネックス川原 8 階 

☎ 0985-73-9477   Mail：kkc-info07@kozocenter.co.jp 

鹿児島事務所 〒892-0847 鹿児島市西千石町 11-21 鹿児島 MS ビル 2 階 

☎ 099-226-7633   Mail：kkc-info04@kozocenter.co.jp 

沖縄事務所 〒901-2131 浦添市牧港 5-6-8 沖縄県建設会館 4 階 

☎ 098-878-3501   Mail：kkc-info10@kozocenter.co.jp 

】 

 

 

質疑事項が多い項目 

注）質疑事項で最も多いのは意匠図・構造図・計算書間の 「不整合」です。 

円滑かつ迅速な審査には、設計者による事前チェックが重要です！！ 

 


